
令和３年３月12日
○　本校の概要

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：ICT機器を全正規教員が週１回以上活用した。

３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に対
応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織
的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：全教員が取り組んだ。 Ａ 3

３：８０％以上の教員が取り組んだ。 Ｂ 2

２：７０％以上の教員が取り組んだ。 Ｃ

１：７０％未満であった。 Ｄ
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Ｃ

Ａ

４：

90％
以上

Ｄ

Ｂ

　　　＜これまでの取組＞
・「早寝・早起き・朝ごはん」の啓発を
日々行うことで、朝食をとる児童91%
以上を達成した。
・給食放送を充実したり、食育指導
を具体化させたりした成果として、残
菜がとても少なくなってきた。
・マスク着用により運動の制限が多
かったため、中休みは校庭に出るこ
とを習慣化し、体力低下の防止を
図った。教員共に遊ぶ姿が多く見ら
れた。
・総合の時間に、パラリンピックの種
目について調べて発表をした。
　　　＜今後の改善策＞
コロナ禍における体力・運動能力の
向上を博る工夫や、自分の健康を保
持させる高い自己管理の習慣を来
年度も引き続き取り組ませていく。
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２：

70％
以上

4

４：

90％
以上

Ａ

児童のアンケートより

「授業がよくわかる。」に
対して肯定的な回答の
割合。

96%

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を送
るために、教
員の指導力向
上と良質な教
育環境をつく
ります。

5

児童アンケートより

「運動をすることや、健康
を保つことに関心をもっ
ている。」に対して肯定
的な回答の割合。

88%

4

　　　　＜これまでの取組＞
・公開日数は少なかったが、保護者
からの授業評価を真摯に受け止め
授業改善を図っている。
・若手育成のためのOJT研修では、
ベテラン中間層においても育成を通
して、自己研鑽が同時に図られた。
・教員が参加した研修会の資料や情
報を活用した報告会を行い、授業改
善に役立てた。
・特別支援委員会は十分機能し、月
１回、または状況により臨時で開催
し、解決に向け、組織で対応してい
る。
・それぞれの得意分野を生かし、指
導法や教材の情報共有する時間を
設け、指導力向上を図った。
　　　＜今後の改善策＞
・来年度以降、リモート研修等を充
実させ、「学校は安全指導なところ・
楽しいところ」を児童・保護者共に実
感できる対応を今後も維持していく。
また、コロナ禍における不登校児童
への支援方法を考えていく。

１：

70％
未満

1

Ａ

Ｂ

Ｃ

保護者アンケートより

「学校は地域・保護者と
の協力のもと、教育活動
の充実に努めている。」
に対して肯定的な回答
の割合。

92%

保護者アンケートより

「学校は、わかる授業づ
くりに努力している。」に
対して肯定的な回答の
割合。

92% ３：

80％
以上

３：

80％
以上

２：

70％
以上

３：

80％
以上

１：

70％
未満

４：

90％
以上

２：

70％
以上

4

3２：

70％
以上

1

目標に対する成果指標

２：

70％
以上

４：

90％
以上

１：

70％
未満

１：

70％
未満

学校関係者記入欄

Ｄ

４：

90％
以上

4

　　　　＜これまでの取組＞
・昼休みにALTと英語で簡単な会話
やゲーム等で楽しむイングリッシュカ
フェが充実している。
・論理的、科学的な思考力の育成を
目指した体験活動はゲストテー
チャーを講師とする授業以外は全て
行った。
・ICT研修は今年度充実した。コロナ
禍におけるリモート授業の実施準備
は整った。
・生命尊重週間に、全学級が人権尊
重資料を活用した授業を行った。
・体力テストは中止となった。各学年
ごとにデータの収集を行った。その
結果を基に、コロナ禍における運動
不足解消を具体的に行った。
・全教育活動において、教員が心の
教育を意識して、言葉かけや指導を
した。常に人間尊重の育成を心がけ
ている。
　　　　＜今後の改善策＞
コロナ禍における地域人材の活用
や、延期、中止となった教育活動を
補うための学習を進める必要があ
る。また、全児童にタブレットが貸与
されることを見据えた授業展開や、
活用方法を考えていく必要がある。

３：

80％
以上

1

Ｃ

Ａ

・子どもたちにより良い授業をするために、先生方も熱心に
学んでいらっしゃることがよくわかりました。わかる喜び、わ
かる楽しさを１人でも多くの子どもが味わうことができるよう、
来年度もどうぞよろしくご指導ください。
・相互作用（児童⇔先生）（児童⇔児童）を重視し、９６％の結
果は大変良いと思います。
・コロナ禍が続いていくと、児童の学力低下が心配です。引
き続き授業の工夫を望みます。
・「授業がよくわかる」というのは、理解し、「わかっていない
人に対して理解できるように説明し教えられる」ということで
しょうか。今のような状況では難しいでしょうが児童同士で教
え合える環境も期待したいです。

1

Ｃ

３：

80％
以上

Ａ

Ｃ

・「全教育活動において、教員が心の教育を意識して、言葉
かけや指導をした。」との一文に感銘を受けました。学習の
遅れを取り戻すことも大事ですが、やはり心の育ちを温かく
見守ることが何より求められているのではないかと思います
ので。（「人間尊重の育成」という日本語はちょっと変ではな
いですか。）
・コロナ禍で、学校の中のことが直接見ることができないので
評価には大変困ってます。地域教育連絡協議会の一員と
なっていますが、自分の子どもが通学しているわけではない
ので大変理解しがたいところです。しかし、自己評価報告書
や保護者アンケート実施報告書を読んでみると一生懸命が
んばってくれているのはよく分かるのですが、総合評価として
「Ｂ」以上はつけられないと考えます。（以下のところもあるか
もしれません。）コロナ禍で大変だと思いますが、これからも
よろしくお願いします。
　追　できましたら枚数が多くなってももう少し大きな文字で
お願いしたいです。
・ＩＣＴに不慣れな保護者（自身も）の中で、ＰＣの進化・操作
に携われた取組・成果はよかったと思います。
・学校に出向く機会がない中での評価はとても難しいです。
延期、中止になった活動ができるように、それに代わるもの
ができるように願うばかりです。
・今後の改善策に地域人材の活用とありますが、どの様な形
でなのか具体策を出していただきたいです。

Ｄ

5

1

5

Ｂ

令和２年度　大田区立入新井第五小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、自
他の生命を尊
重する心を育
成するなど、
未来への希望
に満ちた豊か
な心をはぐく
みます。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

・学校規模等…本年度は開校から８８年目にあたる。児童数３７９名（５月１日）、学級数１３学級（第１学年…３学級  ２～６学年…2学級　）　、教職員数19名（管理職2名　学級担任13名　専科4名）
・学校の特色…本校の校風は穏やかで、これは、各町会、卒業生、保護者等、古くから本校にかかわりのある人々の温かな支えによるところが大きい。また、教育活動への支援として、スクールサポートいりご（グリーンサポーターや図書ボランティアなどの常時活動や、夏休みわくわくスクール等）の取組が
年々充実している。（今年度はコロナウイルス感染症対策のため中止）児童は何事にも素直な気持ちで向かうことができる。児童は、学年の壁を越えて交流（たてわり班等）するなど、豊かなかかわり合いが見られる。
・本校の取組…自分の気持ちや思いをしっかりと伝えられる児童の育成に取り組んできている。今年度は道徳と特別活動を重点に研究を進めている。また、外国語活動に関しては、毎月第３週のイングリッシュウィークも定着し、スモールステップで外国語（英語）によるコミュニケーション能力の育成に取り組
んでいる。

保護者アンケートより

「学校は児童の困り感や
悩みに誠実に対応して
いる。」に対して肯定的
な回答の割合。

92%

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

４：

90％
以上

地域教育連絡協議会において、児童・生徒の
変容等の具体的な資料を作成して、評価に必
要な学校の情報を適切に提供し、適正な評価
を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基本
情報、児童・生徒の活動情報等をホームペー
ジ等で公開及び更新することにより、積極的
に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・地
域が担う役割
などを明確に
し、地域に開
かれた教育の
実現を目指し
ます。また、相
互の連携を深
め、子どもを
育てる仕組み
を作ります。

英語によるコミュニ
ケーション力の向上

第３週をイングリッシュウィークとし、豊かな外国語
活動・外国語の取組を展開する。

取組
評価

4

4

自主研修・教材開発などに取り組み、会議等
の機会を通して指導法や教材の活用につい
て情報共有に取り組む。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、国、
都及び区の資料を活用した授業等を行う等道
徳指導充実のための取組を行う。

3

算数・数学到達度をステップ学習チェックシー
トで児童・生徒、保護者に知らせる。

4

4

4

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。

Ｃ

Ｄ

　　　　　＜これまでの取組＞
・イングリッシュウィークで、簡単な英語でのコミュ
ニケーション作りに各教員が取り組んだ。
　　　　　＜今後の改善策＞
・教員が外国語活動の授業の進め方をさらに学
んでいく。

　　　　＜これまでの取組＞
・校長室だよりをHPに約80ページに
わたり掲載し、コロナ対応やコロナ
禍における児童の学校生活を発信
し、保護者の安心につなげた。多く
の保護者から評価をいただいた。
・コロナ禍で開催こそ少なかったが、
保護者・児童のアンケートの結果を
十分に受け止め評価をいただいた。
・できる限りの活動を模索し「スクー
ルサポートいりご」と連携。夏のわく
わくスクールでは、料理のレシピをＨ
Ｐに掲載したり、グリーンサポーター
と児童の共同農作業を行ったりし
た。
・新型コロナウイルス感染予防につ
いて家庭への啓発を常に行い、保護
者・学校が一体になって感染防止策
を徹底した。
　　　　　＜今後の改善策＞
・今後も保護者・地域の知りたい情
報を迅速に発信していく。また、コロ
ナ禍における「安心した学校」を実感
させていきたい。

・校長室だよりを楽しく読ませていただきました。お忙しい中
大変だと思いますが、今後もまごころのこもった、いりごだよ
りを楽しみにしております。
・通学路の防犯カメラの設置（教育委員会）や感染予防ポス
ター・マスク配布（町会・シニア会）等により、保護者との連携
と情報共有を進めて成果９２％はよかったです。
・校長室だよりで、学校の情報を得ることができました。後半
少なくなっているのが残念です。楽しみにしていますので、今
後ともよろしくお願いします。
・コミュニティスクールの推進等、更に一体となった教育に期
待します。
・学校と保護者の協力関係も、数字で見ると問題なく感じま
すが、保護者から学校への意見は先生方の努力で少しずつ
でも形になっているとは思いますが、その逆だったりはどうな
のか知りたいです。また、学校から地域への希望、要求など
あれば具体的に聞かせていただきたいです。

4

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

学校支援地域本部と連携するなどして、地域
力を生かした特色ある教育活動を実践する。

Ｂ

3

4
新型コロナウイルス感染の予防を家庭と連携
して行い、保護者・地域の不安を取り除くよう、
情報を積極的に発信していく。

1

4

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

基礎・基本の定着を図るとともに、「主体的・対
話的で深い学び」を意識した学習方法を取り
入れ、思考力・判断力・表現力、学びに向かう
力の育成に向けた授業の工夫をしている。

１：

70％
未満

4

Ｂ

学習指導講師等による算数の補習を実施す
る。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の結
果よりストレス症状のみられる児童・生徒に対
して組織的に対応する。

4

3

小中一貫による教育の視点に立った生活指
導の充実により、社会のルールや学校のきま
りなどを守ろうとする意識を高める。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一人ひ
とりの学習のつまずきや学習方法について、
指導する。

4

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

4

スポーツに親
しむ心の育成
や、運動習慣
の定着による
体力の向上な
ど、生涯にわ
たって健康増
進を図る意識
の向上をめざ
します。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめの
未然防止、早期発見等のための取組を実施
する。

入五の「４つのあ」（あいさつ、あんぜん、あと
しまつ、あたたかいことばかけ）の定着を図る
ための指導の充実を図る。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を通
して、児童・生徒や保護者に対し、望ましい生
活習慣についての意識啓発を行う。

給食指導及び教科等における指導を通して、
食生活の充実・改善をねらいとした「食育」を
推進する。

オリンピック・パラリンピックに関連する学習を
進め、オリンピック・パラリンピック教育の充実
を図る。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・生
徒に関するケース会議等を実施する。

体育的行事、休み時間など様々な機会を通し
て運動習慣の確立を推進する。

Ｄ

・ささいなことを放置することで、大きな問題に発展していくと
思うので、今のような取り組みはとても大事だと考えます。
「チームいりご」で子どもたちを見守っていただけるのは、大
変心強いです。
・「小中一貫による教育の視点に立った生活指導」とは？二
中の学校評価にも同じ文言がありましたが、どうもピンときま
せんね。せっかくですから、1度話し合ってみてはいかがで
しょう。
・コロナ禍の影響が子ども達のメンタル面でどのように表れ
ているかわかりませんが、小さな学校の利点を生かして、全
教職員で解決にあたってください。先生、保護者のストレスも
大変なことと思います。頑張ってください。応援しています。
・アンケートを拝見しても先生方の努力が想像できるように、
このような状況でもあらゆる角度での「努力」「話し合い」をさ
れているのだと思い感謝でいっぱいです。「今後の改善策」
にもあるように「私たちで育てる」のチームができるなら微力
でも関わり、児童の学校生活がよりよくなることを願います。

・残飯が減った理由に、家庭でしっかり食べられない子が増
えたこともあるかもしれないと心配になりました。未だ1割近
い子が朝食をとっていないとは…。家庭での解決が困難な
場合は、学校以外による何らかの支援が必要では？（お声
がけください。）
・コロナ収束・共存の模索下でのマスク着用は必要不可欠で
す。更なる脱着のＴＰＯが進めばよいと思います。
・中休みに子どもたちが先生と遊ぶ姿、いいですね。校庭で
の子どもたちの姿にホッとさせられたことが、何度かありまし
た。
・学校生活では集団行動が基本で、運動にしても遊びでも制
限が多くなった中、先生方の児童への心遣いや工夫がみら
れます。改善策にもあるように児童自身も自己管理していく
ことは大事だと思います。不登校児童への現状と今後の改
善策を具体的に知りたいです。（共有認識として）

・子どもも保護者も多様化している時代、学校の対応も柔軟
にならざるを得なくなってきたと思いますが、「それぞれの得
意分野を生かし」子どもたちを支援してくださることを期待し
ております。
・先生方には、コロナ禍の対応に追われる中、児童に安心・
安全な学びの場を作るよう努力してくださり、ありがとうござ
いました。

5

Ｄ

5

・外国語教育を英語だけに限らなくてもよいのでは。お隣の国の
言葉など。

3

4

3

3

5

　　　＜これまでの取組＞
・児童が社会人になった時を想定
し、社会の規範意識の向上を図って
いる。
・週１回の道徳の授業を必ず行って
いる。道徳の研究を昨年度に引き続
き行い、講師を２人招き、道徳指導
の充実を図った。
・学校生活調査（メンタルヘルス
チェック）の結果よりストレス症状の
みられる児童に担任やSCが個別に
面談を行った。（5年全員）
・「いじめは絶対にゆるさない。」とい
う意識を高くもち、教員集団が些細
なことでも情報を共有し、迅速かつ
確実に解決に当たるようにした。
・不登校等の事案が出た時は、臨時
に校内委員会を開き、対策を検討し
ている。
・「入五のよいこ」をコロナ禍における
内容に改訂し、新しい行動様式につ
いて指導に力を入れている。

　　　＜今後の改善策＞
・来年度も組織を機能させ、学年が
チームとなり諸問題の解決に取り組
む。「私が育てる」から「私たちで育
てる」というチーム学校の意識を高
めていく。

4

3

１：

70％
未満

　　　　＜これまでの取組＞
・学習カルテによる具体的根拠を基
に保護者に子どもの現状を伝え、意
見交換をした。
・学期末にステップ学習チェックシー
トを渡して、個々の到達度を知らせ、
家庭学習の充実を図った。
・２学期から、補習が必要な児童を
取り出し、個別指導を充実させた。
・授業改善推進プランの変更点を赤
で示し、全教員がそれに基づいた授
業を行った。また、授業をお互いに
見合う風土が醸成された。
・「主体的・対話的で深い学び」とは
何かを月1回主幹を通し確認させ、
それに準じた授業が行われているか
管理職が確認した。

　　　　＜今後の改善策＞
全教員がさらに自己研鑽を重ね、相
互の学び合いを充実させながら授業
を計画し、「授業がよくわかる」と回
答する児童の割合をさらに上げてい
く。

２：

70％
以上

4

4

3

4

4

3

３：

80%以
上

3

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、自
身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、主
任教諭が助言・支援を行う校内研修等を実施
しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業改
善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校における
特別支援教育を推進する。

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、情
報活用能力、
ともに生きる
力等、これか
らの社会の変
化にしなやか
に対応する子
どもの力と自
信を身に付け
ます。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外国
の方々とのコミュニケーション能力の育成等を
図っている。

4

4

保護者アンケートより

「学校は左記に示された
各取組内容を実践して
いる。」に対して、肯定的
な回答の割合。

94%

心の教育を土台とし、人間尊重の育成を図
る。

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣＴ
機器を活用した授業を実施する。 4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を目
指し、人権教育資料等を活用した授業を実施
する。

〇自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動や
理数授業等を実施する。

4

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計画
を作成し、計画に基づいた体育指導や「一校
一取組」運動や「一学級一実践」運動を実践
する。

3


